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社会福祉法人美郷町社会福祉協議会

合 0187・85-2294固0187・85-2291
印刷・五十嵐印刷株式会祉

美郷町社協の門出を祝う!!

合併記念大会 (11月9日 美郷町総合体育館「アスバルjにて)

地域で暮らす誰もが、

ふれあい-ささえあい-たすけあい

心の通いあうやさしい未来のまちづくり

『誰もが安心して暮らせる地域づくり』を目指します



(2) 

昨
年
、
平
成
の
大
合
併
で
県
内
の
ト
ッ

プ
を
切
っ
て
、
十

一
月
一
日

「美
郷
町
」
が

発
足
し
ま
し
た
。
一
町
村
一
社
協
と
い
う

こ
と
で
、
そ
れ
に
伴
い
千
畑
・
六
郷
・
仙
南

三
町
村
社
協
も
「
美
郷
町
社
会
福
祉
協
議

会
」
と
し
て
、
町
と
同
時
に
新
し
い
歩
み
を

始
め
ま
し
た
。

皆
さ
ま
ご
承
知
の
知
く
、
い
ま
町
で
は

少
子
高
齢
化
や
多
様
化
す
る
住
民
ニ

l
ズ

へ
の
対
応
、
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
長
引
く
景
気
の
低
迷
に
よ
り
、
大

変
厳
し
い
行
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
福
祉
を
と
り
ま

く
環
境
も
厳
し
く
、
派
生
す
る
問
題
も
複

雑
多
様
化
し
て
お
り
ま
す
。
社
協
と
し
て

は
こ
う
し
た
住
民
の
価
値
観
や
生
活
様
式

の
変
化
に
伴
う
対
応
に
直
面
し
て
お
り
、

更
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
充
実
強
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長

高

化
が
急
務
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
共
に
、

高
齢
者
の
孤
独
、
孤
立
の
問
題
、
家
族
と
同

居
し
て
い
る
高
齢
者
で
も
、
日
中
の
孤
立

化
や
地
域
、
家
族
か
ら
の
疎
外
感
な
ど
潜

在
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
要
因
が
「
寂
し

さ、

生
き
が
い
、
役
割
り
の
衷
先
」
に
繋

が
っ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
現
状
で
す
。

「
人
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け
な
い
し
、

人
は

一
人
で
は
生
き
が
い
を
見
出
す
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
人
は
人
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
、
人
は
人
に
よ
っ
て
生
か
さ

れ
、
人
は
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
生
き
が

い
を
見
出
す
」
と
い
う
こ
と
が
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
活
動
の
原
点
で
あ
り
、
地
域
社
会

の
形
成
は
、
人
間
同
志
の
会
話
の
意
識
の

共
有
、
共
存
に
あ
る
と
云
え
ま
す
。
「

一
緒

に
な
っ
て
よ
か

っ
た
ネ
」
と
喜
べ
る
よ
う

な
温
か
い
心
の
触
れ
あ
う
、
顔
の
見
え
る
、

手
の
届
く
、
会
話
の
溢
れ
る
、
そ
ん
な
美
郷

町
が

一
日
も
早
く
実
現
す
る
よ
う
願
い
な

が
ら
、
社
協
は
そ
の
活
動
を
進
め
て
参
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

清
水
湧
き
、
緑
溢
れ
る
美
郷
町
は
、
恵
ま

れ
た
自
然
と
交
流
に
よ

っ
て
培
わ
れ
た
文

化
と
歴
史
が
た
く
さ
ん
残
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
希
望
と
誇
り
の
持
て
る
美
郷
町
の
新

た
な
飛
躍
と
限
り
な
い
発
展
に
向
け
て
、

町
民
一
人
ひ
と
り
が
調
和
と
共
存
の
意
識

の
も
と
、
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
次
の
世
代

に
自
信
を
も
っ
て
引
き
継
ぐ
こ
と
の
で
き

る
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
行
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

合
併
前
ま
で
は
三
一
町
村
社
協
と
も
地
域

ぐ
る
み
の
「
住
民
誰
し
も
が
安
心
し
て
暮

せ
る
福
祉
の
町
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
推
進
、
在
宅
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
、
要
援
護
世
帯
の
支

援
等
、
社
協
を
中
心
に
行
政
、
民
児
協
、
施

設
、
医
療
機
関
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
そ
の
活
動
を
責
務

と
し
て
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

美
郷
町
社
協
も
ま
だ
合
併
し
て
三
ヶ
月
、

発
足
し
て
日
も
浅
い
の
で
す
が
、
事
業
の

す
り
合
わ
せ
、
見
直
し
な
ど
協
議
、
検
討
す

る
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
町
民
の

意
向
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
そ
の
職
責
を

果
た
す
べ
く
役
職
員

一
同
努
め
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
共
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

社会福祉法人

美郷町社会福祉協議会事務機構及び組織図

会員

在地庶

宅域
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係
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第 1号

民
間
福
祉
活
動
の
向
上
を
目
指
し
ま
す

合
併
後
の
会
の
適
切
な
運
営
を
は
か
る
た
め
、
十
二
月
一
日
に
評
議

員
会
を
開
催
し
役
員
(
理
事
十
五
名
・
監
事
三
名
)
を
選
任
。

ま
た
、
十
二
月
九
日
に
は
新
し
い
理
事
に
よ
る
理
事
会
を
開
催
し
会

長
・
副
会
長
を
互
選
。
常
務
理
事
を
指
名
す
る
と
と
も
に
席
順
及
び
担

当
す
る
委
員
会
(
総
務
運
営
委
員
会
、
事
業
推
進
委
員
会
、
地
域
福
祉

委
員
会
、
配
分
委
員
会
)
を
決
定
し
ま
し
た
。

今
後
、
よ
り

一
層
の
町
民
皆
様
方
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
、
会
長
を
除
く
新
役
員
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

@制刊号福紐だより(3) 

¥ 
/ 

副会長

斉藤忠治
(元本堂南部)

副会長

佐藤成輝

(上千問谷地)

事理
畠
(塚)

理 事

田中昭次郎
(上深井西)

岡IJ

町)

黒徹力日

子+台
λ4

f
j
 

事
美

町

理
ハ
〈
日
岨

亀
理事

加藤伊三雄

(土崎北部)
男士

)

事
冨
村

λ

理
井
ほ

R責
理 事

高橋恒二
(上天神堂)

理 事

相馬俊廃

(東高方町)
男高

夫
事
昭
川
町

理

下

併

山
事
雄
恥

樋
常務理事

高橋幸悦
(_UIll屋)

毅
監 事
)11 剛

(駅前下)

湯蔵
事
弘
附

監

小西
(米

文
事
豊

船

監
木
崎
市

主令

上

町

千
屋
北
部

紀

の

国

外

川

原

上

石

神

大

坂
中

野

東
高
方
町

上

蒜

沢

荒

町
施

設

本
堂
西
部

上

畑

屋

百

目

木

上
深
井
西

荒

町
米

町
百

白

木

小

荒

川

下
万
願
寺

駅
前
上
乙

長

岡

森

大

畑

第

一

暁

後

三

年

馬

町

北

飯

詰

大

町

土
崎
北
部

施

設披

本

道

町

本

館

評

議

員
昭暁歳責成政町主恒悦要好弘ヨ 一嘉敏茂奈久常千タイ言正

智 美寿キ

男イ子郷珪子孝子一春子己夫子子子子シ博夫伺美樹子ー観子子隆幸愛三樹

大博ーテ格

評
議
員
は
社
協
の
事
業
計
品
や
予

算
・
決
算
等
の
重
要
事
項
に
つ
い
て

-
審
議
を
し
た
リ
理
事
・
監
事
の
選
任

を
し
ま
す
。

高

橋
長
谷
川

高

橋

橘木

下

鈴

木
田

淳

塙渋

谷

辻茂

木
進

藤
斉

藤
千

葉
五
十
嵐

小

西

熊

谷
千

葉

福

島
小
野
寺

照

井

佐
々
木

高

橋

藤

嶋
照

井

鈴

木
藤

津

宇
佐
美

熊

谷
高

橋

中

村

高

橋

大
久
保



第1号 福祉だより (4) 

. 

社会福祉協議会では「なつかしの映画上映会J(16ミリ)を開催します。

ヲ貨眼 画

ひばり+八番 お嬢吉三 /千畑地区

出演/美空ひばり・若山富三郎ほか

宮崎日 時

2月9日(水) 午前10時~

貴闘 pfi 
美郷町六郷老人福?tセンター「清水苑』

突入鼠lま照料です。

どなたでもご覧になれますので、おさそいあっておいでください。

中学生と一緒に

-、， 

お 知i3 1主 ボランティアしませんか

， 

雁の星達人事業ボランティアに登録の皆さんへ
{旧仙南村ボランティア聾録音)

除雪ホランティア募集

仙南福祉センターでは、仙ボランティア活動手帳と活動~イントは、平成
南中学校生徒(1・ 2年生)と17年3月31日まで有効となります。活動ポイン
町民による一斉除雪を実施い

トの交換を希望される方は、仙南福祉センターへ ー
たします。ボランティアでごお越しください。
協力いただける方は、 2月4

・ポイント交換期間 3月30日(水)まで
日(金)までイ111南楠祉センター¥持参するもの ボランティア活動手帳、日鑑

i へご連絡ください。詳しい口程については、後日

連絡いたします。
， *問い合わせ

.・

仙南福祉センター TEL 0187-83-2122 

司、

-実施日 2月 17日(木)午後2時出発式

・除雪先 仙南中学校区域内の一人暮らし老人宅

.お問い合わせ・申込先

仙南福祉センター TEL 0187-83-2122 

、. r ，、.. . 
... • ."'! 
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第 1号福祉定Jより(5) 

こんな仕事を引き受けています

授能を生かす (時給 740 円~ 1 ，200 円)
。一般家庭や公園、公共施設などの植木の男置などの作業

C障子ソ3、すま張リ C簡単な家屋修理・補修 O冬囲いなど

C除雪

地崩社会l之生かす (時給 600 円~ 1，200円)

。一般家庭や公共施設などの清掃 C除草草刈り

Oガラス拭き C害虫駆除など

経験・慣帽を宝かす
O事務補助など C案内状などのあて名書き・賞状書きなど

」
会員

( おお山口歳以上の ) 
健康で働く意欲のあるかた

'~~I.~.JI:励E田理咽

方

M

る

体

す

掴

)

}
」

頼

比

一
方
U
M

7
I
業

.
宇
佐
企

事

応

↓
ム

宮
阜

※料金はあくまでも目安となるものです。ご用命の際は
その都度協議により決定させていただきます。

邑@也巴'ilioß\\易駒~~位88淘~&>61~す@守
@也2クf)=(J.、g巴æ~活白色、。

美郷町シルバー人材センターは、豊富な経験やすぐ
れだ能力を持ち、一定の組織のもと|こ地域|こ密着し
定臨時的、短期的な仕事を通じて社会参加すること
lこよって積極的lこ生きがいをもとめようとする団体
です。

。仕事は人材センターが引き受け、責任を持って完了し
ます。

。仕事を依頼された方と、仕事に従事した会員との聞に
雇用関係はありません。

。仕事の内容により下見を行い、人材センタ lこ登録し
ている会員に仕事者E依頼します。

。会員は全て損害保険に加入し、仕事上の災害に対処し

ます0

0仕事の契約金は、人材センターの請求によって 2週間

以内に納入いただきます。

。人材センタ から会員に報酬が支払われます。

(支払い額の5%が人材センタ一事務費として差し引かれます)

ヨ
ヨ

-
干
畑
地
区

一
般
寄
付

黒

沢

若

畑

文

英

様

土

崎

南

部

柏

谷

為

吉

様

上

畑

屋

高

橋

秀

雄

様

土

崎

北

部

熊

谷

三
治
郎
様

千
屋
小
学
校
昭
和
九
年

卒
業
生

一
同
様

物香
::11::晶湯黒元本土塚湯土大元黒黒黒中典
主寄竹沢本堂 111奇 竹崎畑本沢沢沢野返
吉付堂西北南堂 し
ン 北部部 部南
三部 部

L 高高中 荒 加 高 高 加 長 嶋 若 高 高 高
車 7 橋階村田藤橋橋藤 i畢津畑階階橋
イサ タミ
ス λ 勇i告 利照幸鶴龍善ケ文藤 ヨ
一 三 光三登男雄男吉 一 光ヨ英進敦ノ
台禄 犠様様様様様様様様検様様様様

-
穴
郷
地

一
般
寄
付

N
H
K
の
ど
自
慢
出
場
者

同
期
会
ス
ペ
ク
ト
ル
様

明
田
地
本
庄
谷
ア
サ
子
様

上
鑓
田
老
人
保
健
施
設

「
木
口
授
苑
」
様

六

郷

婦

人

会

様

野

中

斎

藤

ト

シ

様

秋
田
建
築
労
働
組
合
大
曲
支
部
様

上
鑓
田

一
部

和

弘

様

子

丑

様

香
典
返
し

t、
Z三

作
山

古
町

四
天
地

上
鑓
田

日一了
J

L
A
m同

七
滝

本
道
町

荒
川

荒
町

筑
後
屋
敷

高

橋

龍

子

様

高

橋

為

勝

様

佐
々
木
堅
一
様

薪

藤

良

助

様

斉
藤
サ
ダ
子
様

藤

井

孝

様

高

橋

勝

庚

様

藤

原

康

英

様

雲
仙
抗
隆

一
様

高

橋

孝

明

様

物香-.
曲 仙 川晶笹上下本下谷駅川南上扇 二上典雁鶴匿五般面
仙人南ら原寄巻深野田中地前原町野田ツ佐返の水 色寄歯
去三蓋中手付井際野中上 荒材[1野し虫名ジf寸描
イ七日z …寸 東町乙町 主/古
表用字ワ コョ隆三

電校 l
佐動生チ高 松佐東佐佐中鈴高 大 鈴 又 谷 吉 !鶴 イ

車々ベノエ橋 田藤 1毎藤々村屋橋坂木井口川 フ谷 文

イ木ッ v-.cア 林木 スー
ス ト二 | 研 忠 忠 光 安 ヱ j青龍研栄直 良 安
二賓一同 一 吾 治夫子秀ツ治治吾治保薫 J綾 治 蔵
台様台様台様 様様様様様様様様検様様様様 様様様様

以
上
の
方
々
よ
り
当
協
議
会
に

善
意
の
金
品
を
ご
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ご
厚
意
に
対
し
心
か
ら
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
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表 彰
おめJ'"'e'とうJございます

長
年
の
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
の
功
績
を
た
た
え
、
十
月
二
十
八

日、

二
十
九
日
に
岡
山
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
民
生
児
童
委
員
大
会
に

て
千
畑
支
部
及
び
六
郷
支
部
の
次
の
方
々
が
全
国
連
合
会
会
長
表
彰
を

受
賞
し
、
大
会
終
了
後
各
支
部
に
お
い
て
伝
達
を
受
け
ま
し
た
。
今
後

の

一
層
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

。
訪
問
介
護
事
業

ホ
l
ム

ヘ
ル

パ
ー

が
お
宅
に
訪
問
し
、
入

浴
、
排
池
、

食
事
な
ど

の

お

世

話

を

行

う

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

三
六
五
日
対
応
い

た
し
ま
す
。

美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

-
介
護
保
険
制
度
を
く
わ
し
く
知
り
た
い

・
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い

-
介
護
の
方
法
が
わ
か

5
な
い

-
安
心
し
て
老
後
を
送
り
た
い

-
介
護
機
器
の
使
い
方
が
わ
か
ら
な
い

こ
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち

の
方
や

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
家
族
の
立
場
に
立
ち
、

み
な
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
、
安
心

し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
援
助
し
て
い

き
た
い
と
願
い
、
美
郷
町
介
護
事
業
所
を

設
立
い
た
し
ま
し
た
。
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。
進
藤
敏
美
さ
ん

O
亀
谷
美
枝
子
さ
ん

O
熊

谷

弘

子

さ

ん

。
山
藤
裕
弘
さ
ん

(
本
堂
西
部
)

(
旭
吋
)

(
米
吋
)

(
一
ツ
屋
)

r 
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O
訪
問
入
浴
介
護
事
業

訪
問
入
浴
車
で
訪
問
し
、
居
室
内
で
入

浴
で
き
る
よ
う
に
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

特
に
ね
た
き
り
な

ど
の
た
め
に
、
入
浴
が

困
難
な
場
合
、
訪
問
入

浴
介
護
は
欠
か
せ
な

い
サ
ー
ビ
ス
と
な
り

ま
す
。

ス
ポ
ッ
ト

戸
ア

2

1
a
/
p
-

回
た
ん
け
ん
。
八

l
卜
2

タまの福
|たお祉千
に 、年セ畑
い学寄ン南
た校りタ小
だでと|学
き収の」枝
砂ま穫~見二
しし判学年
たた立と生
。も付デに
ちわイよ
米ちサる
も汗 1 --，

セヒビ千
ン jZス畑

• • • • 

ロ
/

2

福祉だより

地
域
交
流
会

六
郷
高
校
主
催
に
よ
る
生
徒
と
地
域
の

お
年
寄
リ
の
交
流
会
が
高
校
体
育
館
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約
六
十
人
の
お

年
寄
り
が
参
加
し
、
高
校
生
を
中
心
と
し

た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

O
居
宅
介
護
支
援
事
業

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
や
、
ご
家
族
の

希
望
を
取
り
入
れ
、
要
介
護
度
に
応
じ
た

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
(
ケ
ア
プ
ラ
ン
)
を
作

成
し
ま
す
。

ケ
ア

0

フ
ラ
ン
の
作
成
費
用
は
無
料
で
す
。

-・

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ご
連
絡
は
こ
ち

5
ま
で
l
i
l
i
-
-

・
仙
南
福
祉
セ
ン
タ
ー

美
郷
町
飯
詰
字
北
中
島
二
二
番
地
一

公
(二

八
七
|
八
三
1

二一

二
二

・
千
畑
福
祉
セ
ン
タ
ー

美
郷
町
土
崎
字
上
野
乙
六
番
地
一

8
0
一
八
七
|
八
五
|
二
二
九
四

・
六
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー

美
郷
町
野
中
字
下
村
三
七
番
地
一

E
C
一
八
七
|
八
四

1
0
三
七
八

第 1号
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み九なの善意で共同募金運動が充実11

一美郷町共同募金会-

赤い羽根募金 7，660，656円

『しあわせのちいさ芯架け橋赤い羽根』をキャッ

チフレ ズに昨年 10月に実施しました『赤い羽

根募金運動』は町民の皆様のご理解とご協力によ

り、目標額を大きく上回る実績を上げるととがで

きました。厚く御礼申し上げます。

今年度寄せ5れました皆様の善意は主に来年度

の県内の民間社会福祉事業をすすめていくための

貴重な財源となります。特に町社協には約650万

円が配分される予定になっています。

町社協ではこの配分金を有効に活用し、地域福

祉・在宅福祉を中心とした住民への福祉活動向上

をはかるよう努力していきたいと考えています。

今後とも住民総参加による「福祉の町づくり運

動」への積極的なご参加をよろしくお願い申し上

げます。
~，，*， ';'-'\.:~弘通安、

o? fu'録 中一、心部 Iφ

町6伽活動充実に句τ
たくさゐの嘗憲が寄官側噂した。

町制事 43JWW

。赤い羽根募金内訳
(単位:円)

募金種別 干畑地区 六郷地区 仙南地区

1 .戸別募集 2，034，700 1，984，100 2，065，000 

2.法人募金 10，000 691，000 162，000 

3.職域募金 162，803 156，226 111，794 

4.学校募金 123，495 115，586 14，013 

5.その他 2 10，145 19，792 

合計 2，331，000 2，957，057 2，372，599 

※合併前のため旧町村単位で運動を行っています。

歳末たすけあい募金 1，430，097円

12月に実施しました『歳末たすけあい募金運動』

で寄せられました義援金は社協の配分委員会で協議

し次のとおり贈呈しました。

。町内要保護世帯 93世帯 207名

たくさんの善意をありがとうございました。

地内諸委主、凶

ー人むとりの

やさしさを周23Rωと
融和5ν~"叫

。歳末たすけあい募金内訳

①チャリティバザー収益金 …629，451円

②団体募金 ....・H ・....・H ・...・H ・.307，800円

(チャリティバザー協力金含む)

①個人募金 ...・H ・.....・H ・........243，423円

④職域募金 ….....・H ・.....・H ・...139，395円

⑤街頭募金 ....・H ・...・H ・.....・H ・...64，063円

⑥学校募金 ...・H ・...・H ・......・H ・"'45，963円

⑦その他 ...・H ・.....・ H ・..…...・H ・...・ H ・.2円
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美郷町祉協職員を紹介します
‘..・

. ，.-寸 1
F 目'
F ・・p

二二T8認i1や

千畑福祉センター(法人事務所)

e ・6、z噂ー・・

事務局次長……大阪 孝次(セッター長、介護事業所長)

上席主任………渋谷 真弓(地域福祉係)

上席主任………坂本 清輝(在宅福祉係)

嘱託職員……，..鎌田 栄子(シルパ人材センタ)

事務補助員..・…田口人美

碕空軍記~'"

事務局長 "・H ・H ・，..…高橋幸悦(センタ長)

主 査……・…伊藤聡胤(地域福祉係、在宅福祉係)

上席主任……….鈴木 孝予(会計責任者、総務係)

主 任……・・…高橋真由美(庶務会計係)

・ ，.Jt~デ参vκJ三い2

主 任"……"山，.“……….“…，.山…….“….“山.“.“山.“.佐藤 繁(t他也餓福祉{係系、庶務係)

主 任"山………"山…，.山....……….………….日一….“山….“山，..“.戸沢ます子(ωシjルレ/パT人材セツタ一→) 
上席主任……・…加賀谷陽子(介護支援専門員)

主 任…・・……斎藤 彰(介護支援専門員)

主 任……・.高橋 和幸(介護支度専門員、生きがいデイ生活指導員)

介闘員…-ー…-井関裕子
介闘員.……."中田京子

上席主任"・H ・H ・..，…木村節男(管理者)

訪問看護員……加藤まさ予(看護師)

訪問介護員……辻田貞子

員闘援動舌がき生員

音

公
正
マ
士

相

責
E
理

生

調
史
美
紀

寛
博
美

町野
岡
井

町侍
盛
細

一
…
…
員

九任
事
助常用

も
川

μ

宗
矧
主

主
主
活

主 任……….，小原真智子(管理者、提供責任者)

嘱託職員 ..………"山……"……"…....……….“山.“.
1嘱属託職員"……….“山….“山.“".………"山…"山....….“.東海林光子(儲訪問介護員劃) 

訪問介護員……加藤敏子
訪問介護員 M ・M ・….福田弘美

訪問介護員……深沢トシ子
訪問介護員……加藤一美
訪問介護員 H ・H ・.....一星敦子

訪問介護員……高橋力ヅ予
訪問介護員……菊地干恵子

訪問介護員……照井蝶子
訪問介護員……森川|登与子

訪問介護員…・…後藤テイ子

訪問介護員….......藤井真利子

訪問介護員……煙山誠子
訪問介護員……戸沢利津子

六郷福祉センタ一

事務局次長……板奇智子(セッタ長)

上席主任………高橋 文広(地域福祉係)

主 任…....・H ・".村田 剛(庶務係)

主 事………鈴木裕美予(在宅福祉係、相談員)

事務補曲員……大山文広

監要請樋蝿~IIiJ:l量匝E

複合温泉施設へ出向

主 任山…........藤津永一

主 任".…..u小原昭市

j墨田員 H ・H ・-…伊藤 庭予(看護師)

j墨田員…."・H ・-…東海林建五
援 111J員………小松ひとみ

。，，\\\\t\\~\
iID))]W~1 

EE荷言語iiJ:ー亘・明
サビス担当…粟津博子

'E宅藷錯乱玄竜彦蓋霊場

上席主任………佐藤 幸(介護支媛専門員)

~:~会福現郷町祉割高値協議sifiJiji問問字器開) 2291 

干畑福祉センター 〒019ー1541 秋田県仙北郡美郷町土崎字上野乙6番地 1 TEL0187 (85) 2294粉 FPV<0187(85) 2291 

六郷福祉センター 干 01g.ー1402 秋田県仙北郡美郷町野中字下村37番i也1 TEL0187 (84) 0378制 FPV<0187(84) 2822 

仙南福祉センター 干01ト 1234 秋田県仙北郡美郷町飯詰字北中島31番地3TEL0187 (83) 2122~ FPV<0187 (83) 2167 


